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（再訂正・数値データ訂正）平成 26 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結） 
 

平成 26 年５月８日に公表いたしました「平成 26 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の内容に一部訂
正がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。また、数値データにも訂正がありましたので、訂正
後の数値データも送信いたします。なお、訂正箇所には下線を付しております。 
 

記 

 

１．訂正の内容 

（１）サマリー情報 

 

【訂正前】 

(3)連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
26 年 3 月期 334 △84 3 958 
25 年 3 月期 △590 △92 478 678 

 

【訂正後】 

(3)連結キャッシュ・フローの状況 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
26 年 3 月期 357 △100 3 958 
25 年 3 月期 △590 △92 478 678 

 



（２）添付資料４ページ 

   (2) 財政状態に関する分析 

     ①財政状態推移 

 

【訂正前】 

（単位：百万円） 

 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 

純 資 産 額 1,998 2,199 1,964 1,851 1,921 

総 資 産 額 8,637 8,335 6,739 8,139 7,701 

負 債 合 計 6,639 6,135 4,775 6,288 5,779 

1 株当たり純資産額（円） 525.21 604.60 539.78 508.85 528.09 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
△87 631 744 △590 334 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
△215 △143 △49 △92 △84 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
176 △531 △749 478 3 

現金及び現金同等物 

の期末残高 
982 923 868 678 958 

 

【訂正後】 

（単位：百万円） 

 平成22年３月期 平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 

純 資 産 額 1,998 2,199 1,964 1,851 1,921 

総 資 産 額 8,637 8,335 6,739 8,139 7,701 

負 債 合 計 6,639 6,135 4,775 6,288 5,779 

1 株当たり純資産額（円） 525.21 604.60 539.78 508.85 528.09 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
△87 631 744 △590 357 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
△215 △143 △49 △92 △100 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
176 △531 △749 478 3 

現金及び現金同等物 

の期末残高 
982 923 868 678 958 

 



（３）添付資料５ページ 

     ③キャッシュ・フローの状況 

 

【訂正前】 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 334 百万円（前連結会計年度は 590 百万円の使用）となりました。これは主に、売

上債権の減少額 539 百万円、たな卸資産の減少額 160 百万円及び仕入債務の減少額 475 百万円等によるものでありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 84 百万円（前年同期比 9.2％減）となりました。これは主に、有形固定資産の取得

による支出 71 百万円及び無形固定資産の取得による支出 29 百万円等によるものであります。 

 

【訂正後】 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は 357 百万円（前連結会計年度は 590 百万円の使用）となりました。これは主に、売

上債権の減少額 538 百万円、たな卸資産の減少額 167 百万円及び仕入債務の減少額 478 百万円等によるものでありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 100 百万円（前年同期比 8.2％減）となりました。これは主に、有形固定資産の取

得による支出 88 百万円及び無形固定資産の取得による支出 29 百万円等によるものであります。 

 

（４）添付資料５ページ 

     ④キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 

【訂正前】 

 
平成 22 年 
３月期 

平成 23 年 
３月期 

平成 24 年 
３月期 

平成 25 年 
３月期 

平成 26 年 
３月期 

自己資本比率（％） 23.1 26.4 29.1 22.7 25.0 

時価ベースの自己資本比率（％） 13.7 19.1 14.0 27.0 15.4 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） － 4.7 3.0 － 8.2 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） － 17.0 31.0 － 14.7 

 

【訂正後】 

 
平成 22 年 
３月期 

平成 23 年 
３月期 

平成 24 年 
３月期 

平成 25 年 
３月期 

平成 26 年 
３月期 

自己資本比率（％） 23.1 26.4 29.1 22.7 25.0 

時価ベースの自己資本比率（％） 13.7 19.1 14.0 27.0 15.4 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） － 4.7 3.0 － 7.7 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） － 17.0 31.0 － 15.7 

 

２．訂正の理由 
 「平成 26 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の公表後に記載誤りがあることが判明したため、訂正す
るものです。 
 

以 上 


